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文序

豊中市は近年住宅地としての開発が進み、近代都市としてその姿彦変えてまいうましたが、

それにあわせて新しい遺跡が発見されるなど、歴史的、文化的に貴重な資料がつざつぎに得 ら

れております。

このたび、豊中インターチェンジの北西に位置する上津島 2丁目、府営上津島住宅の建替事

業に伴い発掘調査を行いました。この地域周辺には猪名川流域における、著名な多くの弥生時

代の遺跡が点在しており、学術的にも重要な意味をもつところがあります。豊中市教育委員会

は、これらの遺跡を記録保存するため大阪府の支援をうけて発掘調査を実施いたしました。

この遺跡は、新しく上津島南遺跡と名づけられ、調査の結果遺物や遺構のひとつ ひ とつか

ら、この地に去来した人々の生活にかけた様ざまな知恵を学びとることができます。

今回の調査にあたり、府営上津島住宅遺跡調査団によって試掘調査から本調査、出土遺物の

整理、保存、本書の執筆刊行まで長期にわたり積極的にご尽力いただきました。

調査団長の亥野彊先生をはじめ、直接調査に当たっていただいた調査員、ならびに大阪府関

係各位に多くの分野でご助力をいただきましたことに、心より感謝の意を表し序文といたしま

す。

昭和59年 3月

豊 中 市 教 育 委

教 育 長  湯  元

員 会

英 世
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例   言

1.本報告書は大阪府の府営上津島住宅建設に伴 う埋蔵文化財確認調査報告書の概要である。

調査の本報告書は第二次、第二次調査の結果をまって合わせてまとめることにしている。

2.本地区の確認調査は大阪府建築部住宅建設課、豊中市教育委員会よ り、府営上津島住宅遺

跡調査団が委託を受けで実施 した ものである。

府営上津島住宅遺跡調査団

団   長   亥 野   彊  奈良県立橿原考首学研究所研究嘱託

八代学院大学講師

調 査 委 員   山 村   勲  豊中市教育委員会社会教育部長

調 査 員   柳 本 照 男  豊中市教育委員会文化財担当職員

〃     厚 美 正 子  豊中市教育委員会文化財担当嘱託

(現地主任)   橋 本 正 幸  豊中市教育委員会文化財担当嘱託

3.本概要報告書作成については亥野、橋本、岡崎茂和、山本恵、細川佳子、萩野典子が分担

執筆している。

4.調査の進行、出土遺物の考察等については豊中市文化財保護委員の藤沢一夫・富田好久の

両氏 と奈良県立橿原考古学研究所の各位に助言をいただいた。

5。 遺物の実測図は山本、細川、萩野、久米和美、川端千寿、橋本加寿美、渡部貴 夫 が 担 当

し、遺物写真と拓影は亥野が行なった。

6。 調査実施にあたっての事秘処理は豊中市教育委員会、社会教育課、前課長、豆寅谷英世、

同係長、桑原善孝、同係長松尾誉、現課長榎原正宣、同係長於勢真十郎の各氏にお世話いた

だいた。

7.調査後の遺物整理に場所を提供していただいた豊島北小学校ならびに調査に協力を得た多

数の学生諸君に感謝したい。

調査補助員

清 水 敏 彦  橋 本 郁 也  阪 本 正 幸  小 嶋 久 夫

前 田 佳 久  牧 野  暁  竹 谷 俊 彦  前 沢 郁 浩

中 村 英 彦  大 森  修  吉 村 和 昭  長 沢 和 久

園 田 克 也  須 藤 聖 子  山 田 恵 美  池 上 ちか子

上 田 桂 子   片 井 祐 子   今 田 しのぶ   佐 藤 あゆみ

石 井 玲 子  荒 木 昭 子  丼 本 知 里    以 上
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1調 査 の経過 と方法

調査の経過

今回の調査地点は、上津島 1丁 目8番の大阪府・府営住宅地で、その住宅の建替え工事に伴

う第一次調査である。

昭和50年、豊中市で遺跡の分布調査を行なった際、この地域で遺物の散布をみた ので あ っ

た。そこで今度の工事にあたり、当地点の試掘調査に入ったものである。

その結果、大まかにいって弥生時代末 (A.D3世紀)か ら鎌倉時代の初期 (12世紀)にか

けての遺物包含層をもつ複合遺跡であることを確認することができたので、この遺跡の範囲と

その性格を知るための本格的な発掘調査を実施することにしたのである。

調査の方法

調査地点の総面積は、2,156m2で 、このうち現在地表面となる盛上の約50clll、 第 1層耕土底

面までの約20clll、 計70cmは機械力を導

入して排除することにした。そのため

大手による作業は第 1生活層にあたる

第 3層よ り始めることとした。

調査の方法は、まず調査範囲全域を

5物 方眼に割付け、磁北角を基点に南

か らゴヒヘ 1、 2、 3と llk番にし、西力>

ら東へ A、 B、 C、 とした。これらを

組み合せて北凍の杭を基準にA-1、

E-5、 等々に表示 した。また南北に

1本、東西に 3本の上層観察用のセク

ション堤を設定 して各々のグリッドご

とに調査を進めていった。

遺構や遺物の出土状況は適宜に写真

撮影 と実測を行なって観察記録をとる

ことにした。

遺構の平面図は1/50の平板測量、及

び1/20の割付け実測を基本 としたが、

適宣 1/10な り1/5な どを併用すること

にしてきた。また土層断面図は1/20、

遺構断面図は1/10で作成することにし

た。

各遺構の検出、遺物の実測、取 り上

げには深重に作業してきた。

(岡崎)

第
１
図
　
調
査
地
区
設
定
図
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2 遺跡の位置と歴史的環境

遺跡の所在地は豊中市上津島 1丁目8番地にあって、その発掘調査面積は2,156♂である。

遺跡は豊能郡の奥地に源を発し、蛇行しながら南へと流れる猪名川の下流域左岸約 300″、

尼崎市因田の東側にあたり、標高僅か 2.5物 を保つ微高地に位置している。ごく近くには昭和

37年 に設置された名神豊中インターテェンジがあり、陸路運輸の一拠点となっている。また西

側 4″ のところに曽根あた りから庄内町に通ずる用水路が南北に通っている。用水路の掘削当

初にあっては岸辺の断面、表上下 2物程で弥生土器の破片数点を採取することができたといわ

れる。

上津島村落の周辺には猪名川の他、千里川・天竺川など数条の河川が南へ流れており、神崎

川・淀サ||も 東から西に流れ大阪湾へとといでいる。

上津島はこれら河川が合流する付近の低地に所在していることになる。こうした平野部の西

側には六甲山地が饗え、北には長尾山地と箕面山地が東西から迫ってきて川西市と池田市の平

地をせぱめている。

箕面山地の南には須恵器の生産地として周知の千里丘陵が南へはりだし、西の洪積台地 (伊

丹台地)と 相対したかたちとなっている。こうした山地や丘陵の間を通 りぬける猪名川流域に

は自然その流れを利用した集落 も発生したことは当然で、漁貝類の採集、農耕期の灌漑、交易

などに用いたことであろう。今この猪名川流域を中心に隣接地市肉に遺存する主な遺跡を二、

三挙げて、本遺跡のおかれている地理、歴史的意義を考えておきたい。

歴史的環境

猪名川の上流域において著名な古代遺跡といえば、川西市内で弥生時代から奈良時代まで続

いた栄根遺跡がある。ここでは昭和57年 5月 からの調査期間中に首墳時代の本舟や、奈良時代

に使っていた大工用の墨重が出上して一躍話題になった遺跡である。その南西約 500″ の処に

ある洪積世台地上には石器原材の集積地としても、また方形周溝遺構、それに二、四回もの建

て直しの跡を歴然と残した周溝のある住居跡の検出で知 られる弥生時代中期を中心とした加茂

遺跡がある。

台地の続 く南、伊丹市では縄文中期の上器で鉢の一部ではあるが、日縁部に装飾的に加えら

れた把手をもつ中部、関東系の勝坂式土器を出した大阪空港A遺跡、これも縄文時代であるが

近畿地方後期の基準型となる元住吉山式上器の出上した大阪空港B遺跡がある。それに昭和12

年、空港建設工事中に発見され、中村銅鐸の名で呼ばれる神津村中村は、先述のA、 B遺跡の

中程に位置する。猪名川と藻川にはさまれた沖積世上にある尼崎市田能遺跡では弥生時代の前

期から後期まで続いた複合遺跡で、四万 100″ をこえる遺跡の全面にみられるおびただしい柱

穴、弥生時代の墓制の実体を明らかにした木棺墓、銅剣鋳型、自銅製腕輪などの検出は研究者

をして驚嘆させたものである。
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豊中市内で著名な遺跡となればやはり猪名川沿にある勝部遺跡であろう。弥生時代中期以降

のこの遺跡からは数本の石鏃や石槍を体内にもつ人骨の検出があって、それが中国文献に載せ

られた「倭国争乱」を実証した資料ともみられている。

また千里川が猪名川と合流する地点の左岸にあって銅鐸の鰭部についている飾耳の二部の見

つかった利倉遺跡などは弥生時代から鎌倉時代までの複合遺跡として注目すべきものである。

吉墳時代になると、その推移発展に従って前期、中期、後期に分けられている。

先ず前期のものとして南刀根山の丘陵を利用して造営された御神山吉墳がある。そこの出土

品としては、傍製ではあるが三角縁獣帯三神三獣鏡、碧玉岩製の痛円形腕輪などが出上してい

る。同じく刀根山丘陵地が西へ延びる待兼山のゴヒ縁には唐草文帯四神四獣鏡、車 輪 石、鍬 形

石、石釧などの出土した待兼山古墳がある。

中期吉墳になると丘陵から台地へと、また平野に降って造営されることになる。桜塚吉墳群

はその代表的なもので、その古墳群中には、
‐
昭和58年春の発掘調査で直径18Clllの 方格規矩獣文

鏡や全国で初めての出土と云う「石製把付短剣」で有名となった大塚古墳も含まれている。

後期になると市の北部に遺存する野畑春日町古墳群、野畑たこ塚吉墳群、新免宮山吉墳群と

その数 も増してくる。これらの吉墳群中に埋納されている棺には須恵質のものの多いのが日立

て)。

棺は防潮塚、金塚、岸本塚等の吉墳に安置されていたがこのうち、岸本塚の場合は大小計四

個 もの須恵質棺を納めていた。これら棺の製作は、古墳内副葬品として埋納された須恵器を作

っていた本市北辺の桜井谷窯跡群中のどれかの窯で焼かれたのに間違いなかろう。窯自体の操

業についてはそれぞれ時期差をもつが、六世紀代にはすでに始められているから陶棺は当然こ

この窯で焼かれたものとすべきではなかろうか。

上津島南遺跡で出土した土器のうちでも須恵器が多く出土している。それら須恵器の考察に

あたっても桜井谷を中心に分布する市内窯跡群との関係は充分考慮しなければならない。

こうした歴史環境の中にあって、上津島南遺跡は、弥生時代後期から鎌倉時代まで続く複合

遺跡であるだけに他の遺跡との有機的関係を明確にしていく上からも重要な位置にあるものと

いえるであろう。

(亥野)

参 考 文 献

豊中市史第 1巻

勝 部 遺 跡

川西市史第 1巻

田能遺跡発掘調査報告書

桜井谷窯跡群 2-17窯跡

豊中市史編纂委員会    昭和36年

豊中市教育委員会     昭和47年

川西市史編集専門委員会  昭和49年

尼崎市教育委員会     昭和58年

少路窯跡遺跡調査団    昭和57年
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第 2図 周辺遺跡分布図

1,加茂遺跡
2.瀬川遺跡
3.永楽荘窯跡 2-23

4.太鼓塚古墳
5,桜井谷窯跡 2-24,19

6。 野畑遺麟
7.待兼山古墳
8.下村町池窯跡

9.宮ノ前遺跡
10,金寺山廃寺跡
■.御神山古墳
12.螢池西遺跡

13.大塚吉墳
14.御獅子塚吉墳
15.南天平塚古墳
16.大石塚 。小石塚吉墳

17。 大阪空港A・ B遺跡

18,勝部遺跡

19.田能遺跡
20.口酒井遺跡

21.伊丹廃寺跡

22.猪名寺廃寺跡
23.利倉遺跡

24.利倉西遺跡

25。 上津島遺跡

26.穂積ポンプ場遺跡
27.島田遺跡
28.産内遺跡

29.若王寺遺跡

30。 下坂部遺跡

31.上津島南遺跡
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3調 査 の 概 要

上津島南遺跡 (標高 2.5物 )は猪名川左岸に位置している。従来、猪名川流域に分布する複

合遺跡は微高地上に集落跡の密度が高 く、本遺跡 も地形的条件に適応 した微高地面に形成して

いる。

遺跡の地層は幅色砂質土層を基調とする微高地上に掘 り込まれた ものである。第 3層の生活

遺構は奈良時代前期から平安時代後期、第 4層 は弥生時代後期、古墳時代にかけての複合層で

構成している。上・下層の生活遺構はプライマリーの遺構 と新旧関係のある遺構とで大別 され

る。本概要においては遺跡構造、遺物組成等について継続的な整理作業工程にある現段階では

把握するに至っていない。上津島南遺跡の内包する古代 。中世変遷過程期にかけての建物造営

期に伴 う属性的な問題については詳説していない。従って今回、若干の遺構を抽出して紹介す

ることにとどめる。

層  序

上津島南遺跡の基本的な堆積層序は第 3図 に示すように第 4層 に区分される。第 3・ 4層は

建物造営期による層薄な連続層序が移行する。

第 1層 (耕土、層厚20Cm)。 第 2層 (黄褐色砂質上、層厚30cm)。 第 3層 (暗茶褐色砂質土、

層厚30cm)。 第 4層 (暗黄褐色砂質土、地山面)

O嚇

1.耕± 2.黄褐色砂質± 3.暗茶掲色砂質± 4.暗黄目色砂質土

?  1 聟 m

第4図 基本層序断面実測図

遺  構

上器集積騨 1(第■図)

土器集積群は前北方向に走行する微高地縁辺部において、土器集積群は 4群に分離する構成

分布面を検出した。その一群について記述してみる。

一群は、F-2地 区の第 3層上面で検出できた。プライマリーな状態で位置する廃棄遺物で

ある。遺物範囲内では、 160枚前後の上師器大・小皿が集中的に積み重ねた状態で出土した。

器種構成を示す日常雑器類が多量に出上 してお り、器種としては、黒色土器 B類・瓦器筑 (楠

葉・和泉型)土師器皿・土釜、自磁類である。一群の遺物年代は11世紀後半から12世紀前半期

イこ比定 さイ■よう。

木 棺 墓 (第 5図 )

木棺墓は、B-8地 区の第 3層上面から第 4層を掘 り込んだ面で一基検出した。長方形を呈
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する掘形の残存主軸の長さ1.9"、 幅70Cm、 深さ4.7CIllを 測る。主軸方位は磁北を示す。木棺の

構造は木蓋 と底板を有するものであったが側板と木口板をもたないものであった。

木蓋は柄穴を有する3枚の割板で構成する。木蓋の長軸内側両端部に角材を設置して徴釘で

木蓋を固定 している構造である。板 1枚の長さは1.2物 、幅25Cm、 厚み0.5CIll前 後を測る板材を

3枚で構成している。底板は残存状態 も良好であった。長さは 1.3物 、幅26clll、 厚み 2 Cmを 測

るもので、マサロのものの転用材であった。

被葬者の埋葬頭位は北位を示す。墓壊底板面に遺存する人骨の残存状況は、下顎骨、上腕骨、

大腿骨、匹骨が底板西側で残存していた。人骨の性別、年令等については不明である。棺内に

は埋葬遺物がなく、瓦器細片を微量に含んでいた程度である。所属年代については土壊墓と併

行関係を有する可能性 もあるが検討する余地を残 している。

第5図 本棺墓 人骨残存状況 (東から)

土 躾 墓 (第 6・ 7図 )

土羨墓はH-9地 区の第 3層下部で出土した。南北方向に走行する微高地の縁辺部に埋葬施

設が位置する。土躾墓の主軸方位は磁北を示す。掘形は長方形を呈すると考えられるが残存状

態は良好ではなく、上層遺構面によって墓躾の掘形残存高は水平削除され、底面のみである。

掘形の長さ2.6η 、幅1.2物 、深さ10勁を測る。

被葬者の埋葬頭位は北位を示 し、墓壊底面に人骨が部分的に残存していた。頭位の西側に埋

葬遺物が積み重ねた状態で黒色土器 B類、瓦器坑 (楠葉型 )、 土師質皿が埋置されていた。 埋

葬遺物の年代は、12世紀初頭期に比定 されよう。
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第6図 土壌墓 人骨残存出土状況 (東から)

11つ OO   
―

S

蔵骨器立面図

1.暗福色砂質粘土

.黒色粘土

.黄褐色砂質粘上

4.暗黄色砂質粘土

5.暗褐色砂質粘土

蔵骨器 (第 8図 )

蔵骨器は、F-2地 区で検出した。

埋置状態は南北方向に走行する微高地

の縁辺部に位置し、第 3層下部から第

4層を掘 り込んでいる。

東播磨地域で生産 したと考えられる

須恵器の長頸重を転用 している。蔵骨

?          〒          今亀
“

第 8図 蔵骨器断面実測図

器の蓋には土師器皿を転用している。器内には人骨残存は認められなかった。

蔵骨器の年代は、 9世紀後半期以降に比定されると考えられる。

第 7図 瓦器娩出土状況 (東から)

-9-



円形土壊 3(第 12・ 13・ 14図 )

円形土壊は、 I-9地 区の第 4層面で検出した。直径2.6″ 、深さ1.1″ を測る。埋土堆積は

3層に区分され、暗青灰色の砂質粘上、植物遺体層からなる互層である。埋土遺物は上・下層

にかけて多類の器種構成が認められ、須恵器、土師器、加工材類など多量に廃棄されていた。

埋土遺物の年代は 6世紀後半期に比定 されよう。

土 嫉 5(第 15・ 16図 )

この土墳は、H-13地区の第 3層下部から第 4層を掘 り込んでいる不規則な土壊である。長

辺3.5物 、短辺 2.1物 、深 さ0.5物 を測る。埋土堆積は、第 2層に区分され、灰色の粘質土層か

らなっている。埋土遺物は多数の器種構成が認められ、須恵器、土師器類が廃棄 されていた。

埋土遺物の大部分は 6世紀後半に比定 されるが、型式差異を示す混在遺物 も少量あった。

井 戸 1(第 9。 10図 )

横浅柄構造を有する方形の井戸である。

井戸は、E-9地 区の第 3層下部で検出された。第 3層下部から下層の自然堆積層を掘 り込

む掘形は円形を呈 し、直径 2.2物 、据

形底面までの深 さ2.3物 、井戸枠材の

一辺1.5%、 枠長1.9物 を測る。横枠材

は横85cm、 縦14cm、 厚み 4 CIn内 外の枠

板を14段で構成 している。

井戸枠材 (ヒ ノキ)の残存状態は良

好で建築部材を転用 してお り、枠材の

一部には三角形に削った木材を使用し

たもの もみられた。

井戸枠内の埋土遺物は、須恵器、土

師器、瓦、鉄鎌先、自然遺物などが埋

土層よ り出上 している。埋上の上層遺

物は型式差異を示す土器遺物が混在す

るが、井戸底面におぃては 8世紀後半

期に比定 される灰釉陶器、須恵器、三

重圏文鐙瓦などが投棄 されていた。投

棄遺物からの年代は 8世紀後半段階に

位置づけられ、 8世紀後半期以降この

井戸は廃絶をむかえたと想 定 で きよ

う。

(橋本)

第 9図 井戸 1 土器出土状況 (東から)

■,さ彎燕フ群堺淮4辛rT■

第10図 井戸 1 井戸断面状況 (南から)
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第12図  円形土壌 3立面図
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第15図 土壌 5平面図 ?  Sp  
“

♀   50   中

第16口 土墳 5層序断面図

灰褐色粘質土

灰茶褐色粘質土

暗茶福色粘質土

円形土鍍 3平面図

暗灰茶色砂質粘土

暗育灰色粘質土

植物質敗帯層
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土器集積群 1出土遺物観察表
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口径  9.6
器高  1.3

口径   9.8
器高   1,2
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径

高

口

器

9.5

1.5

土 師 器
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図版
番 号 器  種 法   量

(協
形態 。手法の特徴 胎  土 色  調 焼 成 備 考

土 師 器
小  皿

径

高

口

器

9.9

1.9 丹矮謝寡1轟蔀は上劣た

目暮ξ】岳を等雹夢婆冬

微砂粒を若
干合む

淡黄褐色 良好

土 師 器
小  皿

日径  10.0
器高  1.4

i3自意8::富ξ宮:
筆瞥好を若淡褐色 良好

土 師 器
小  皿

復元口径 9.6

器高  1.7

:『
阜肯宮Eぞ桁3a甘

員鵞二蟄曇量量淳ヨヨ払

微砂粒を含
む

淡橙色 良好

土 師 器
小  皿

径

高

日

器

9,8

J。 7

地
方‐こ
へ折
廟
踊

。

に
外
側
丸
内
る

味
で
内
は

。す

頸
爛
疎
廓
瘍
罐
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で
さ
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デ

は
び

るヽ
底
ナ

部
の
し
げ
平
横

縁
へ
曲
曲
の
も

口
方
屈
り
味
と

微砂粒を若
千含む

淡黄褐色 良好

土 師 器
小  皿

径

高

口

器

9.6

1.4

口縁部は外上方へ短くの
びて外方に屈曲し、端部

涙葛晃嬰
「

して内側に凹

内面と外面口縁部は横ナ
デで調整する。

微砂粉を若
干含む

淡褐色 良好

器
皿

師土
小

径

高

口

器

9.6

1.9

三母
B伊骨恩打吾暴を吃

内面と外面口縁部は横ナ
デで調整する。

微砂粒を若
千合む

乎L褐色 良好

土 師 器
小  皿

径

高

巨

器

9.8

1,7

口縁部はわずかに屈曲し

量蕃會妄ξttζF法
索藩

内面と外面口縁部は横ナ
デで調整する。

微砂粒を若
千含む

淡黄褐色 良好

土 師 器
小  皿

口径   9.4
器高   1.3

ξa息森::ョ,三

gξ

内面と外面口縁部は横ナ

桑累翌肇豚ち戸
部タト面は

密 乎L褐色 良好

土 師 器
小  皿

径

高

口

器

10.1

1.9 昇療謝膠P需暴恋発斧毒
さめて内側に凹線 を施
す。底部は平底である。

密 淡褐色 良好
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図
番 器  種 法   量

r勁、
形態 。手法の特徴 胎  土 色  調 焼 成 備 考

器
皿

師土
小

口径  9,5
器高  1.5

:3§:::g3雪ξ合
筆警響を若淡黄褐色 良好

器
皿

師土
小

口径   9.8
器高   1.6
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む

淡燈色 良好

器
皿
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器
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を
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口
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デ

筆瞥檸を若淡橙色 良好

器
皿

師土
小

径

高

口

器

10.0

1.5
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筆瞥誓を若淡橙色 良簿

器
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小
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微砂粒を若
干含む

淡黄色 良好

1-25 土 師 器
小  皿

口径   9.4
器高   1.6 三F啓書患ξぞξ憲客t

琶サ負穂冨藝ξttF覇患

密 淡橙色 良好

器
皿

師土
小

口径   9,5
器高   1.4
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四
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日
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で
部

密 淡橙色 良好

器
皿

師土
小

日 径   9,7

器高  1.4
口縁部は短く外上方にの

ご::懲自:白そ滉]ニ
る。

微砂粒を含
む

淡橙色 良好
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図版
番 号 器  種 法   量

(勤 )

形態 。手法の特徴 胎  土 色  調 焼 成 備 考

ホ師孟 径

高

口

器

口縁部は短く外上方にの

青i警:阜言宮:歯写暮
する。

微砂粒を着
千含む

淡黄褐色 良好

1-29 土 師 器
小  皿

径

高

口

器

9,7

1.2

口縁部は短く外上方にの
ひF丙獨譜面織を縄写P
唇舜醤晋標覇患農チ騨寡
謁蕎泳チ晏を容研!ま
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土 師 器
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む

淡橙色 良好 底部に藁状の
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土 師 器
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口径   8.9
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口縁部は短く外上方にの
びて端部で外方にわずか
に屈曲する。底部は丸み
をおびた平底である。内
外面とも横ナデで調整す
る。

微砂粒を若
千含む

淡黄褐色 良好

器
皿
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小

口径   10.0
器高   1.5

口縁部は両弯しつつ外上
方にのびて端部で外方に
屈曲し、閥側に凹線を施

萬猟雷習g護夢雰ネ畠整
する。

密 淡橙色 良 好
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密 乳褐色 良好

土 師 器
小  皿

径

高

口

器

9,8

1,7

口縁部はわずかに内弯し

累ネ策寿定馬写密屋し,
内側に凹線を施す。底部

岳脅懸祭想棧歩堺軍嘉釜
する。

筆警浮
を若淡橙色 良好

1-35 土 師 器
小  皿

径
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器
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口縁部に閥弯しつつ外上
方にのびて、端部で外方
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る。底部は平底である。
内面及び外面口縁部は横
ナデで調整する。
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一部薄紅色
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小
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9。 2

1.2 昇猛謝掛客0第覇忍究寺
雰底PA法雷譜磐半暦置
自嫁象念秩寮要冬鉛釜写る。

微砂粒を含
む

橙 色 良好



図 版
番 号

■371土 師 器 曇審  二::lgs啓雪gttξを,寄ξ
及び外面口縁部は横ナデ
で調整する。

土 師 器
小  皿

上
に
施
平
国
す

しつつ外鱒韓的鰤韓

弯
端
側
丸
肉
デ

内

内ヽ
は

。ナ

は
び
て
部
る
横

謝
Ю鵬
。底勤縦
。

国
方
属
す
底
縁
る

上
に
施

。整

つ外妨
綾
か
嘲

つ
は
凹
に
デ

し
部
に
底
ナ

弯
端
側
丸
横

内

内ヽ
は
も

は
び
て
部
と

部
の
し
底
面

ｏ

縁
に
曲

。外
る

日
方
屈
す
内
す

慾
砂粒を含

1灰
自色

口01ホ 師爺1賭 経言3啓ξ二]言gξ
:ξ

ナデで調整する。

灰自色  1良好

慾砂粒を合1淡
橙色口11ホ 師盃1簾 判 二塔巽笙劣だおかβ嘉紫は丸くおさめて、内側に

買探あ準穣捲蜃青!よ費療
面とも横ナデで調整す
る。

器
皿

師土
小 昇鸞藩かr爺紫累界勢た

:ヨ骨二言啓二含ξ尋懸
器
皿

師土
小

上
に
に
底
縁

。

外
方
側
平
口
る

つ
外
内
は
面
す

つ
で

部ヽ
外
整

し
部
し
底
と
調

弯
端
曲

。面
で

内
で
屈
す
内
デ

縦
卵
泣
勒

る
。紳

縁
に
ず
線
あ
は

口
方
わ
凹
で
部

1441土 師 器

口径   9.7
器高  1.7

し
部
は
も

弯
端
部
と

叩
猟

。
底
緬
る
。

か
の
る
内
す

ず
に
め

。整

わ
方
さ
い
調

は
上
お
近
で

劇
つ外
示
底ｔこ
ガ

ロ
つ
は
丸
横

微砂粒を若 1淡黄褐色
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図 版
番 号 器  種 法

勤

形態 。手法の特徴 胎  土 色  調 焼 成 備 考

土 師 器
小  皿

口径   9.8
器高   1.5

し
部
さ

。底
縁

。

弯
端
お
す
平
口
る

内
て
く
施
た
面
す

に
び
丸
を
び
外
整

か
の
て
線
お
と
調

ず
に
し
凹
を
面
で

わ
方
厚
に
み
内
デ

融つ外上割内ヽ側螂ある。抄

口
つ
で
め
底
で
部

微砂粒を若
干含む

淡橙色 良好

土 師 器
小  皿

日径   9.4
器高   1.6 昇縁謝歩写慕紫冦冗斧毒

さめる。底部は丸底に近

横ナ要写勇釜事冒伊部
を

微砂粒を着
千合む

淡橙色 良好

土 師 器
小  皿

径

高

口

器

上
お
施

ｏナ
抑蝉中的的る。

醐
猟酬縦妬
掛

部
の

底ヽ
と
調

縁
に
め

。面
で

口
方
さ
す
内
デ

微砂粒を若
干含む

淡橙色 良好

土 師 器
小  皿

日径   9,7
器高   1.8

口縁部はわずかに内弯し
部冦発キ霧皆3ぞ「浅尊
歩央唇旨濠銚な農ワ芸冬調整する。

微砂粒を若
千含む

淡橙色 良好

土 師 器
小  皿

径

高

口

器

10,0

1.8

し
端
に
底
面
す

弯

側ヽ
平
外
整

内
て
内
は
び
調

に
び

部ヽ
よ
で

か
の
め
底
お
デ

ず
に
さ

。面
ナ

わ
方
お
す
内
横

は
上
く
施

ｏは

部
外
丸
そ
る
部

縁
つ
は
線
あ
縁

ｏ

国
つ
部
国
で
口
る

密 淡橙色 良好

器
皿

師土
小

復元口径 9.6

器高  1,7
上
く
に
縁

ｏ

外
丸
底
口
る

つ
は
丸
面
す

”
柵
縦
跡
縫

弯

底ヽ
及
で

醐
猟
る
。肺
ガ

部
の
め

。横

縁
に
さ
い
は

口
方
お
近
部

微砂粒を含
む

にない黄橙
色

良好

土 師 器
小  皿

口密   9,4
器高  1.8

口縁部は内弯しつつ外上
方にのびて端部は丸くお

島字:農禦懸勢♂暦亀
い。内面と外面口縁部は
横ナデで調整する。

微砂粒を若
千含む

淡黄褐色 良好

土 師 器
小  皿

最大口径 9。 9

最小口径 8.7

器高  1.8

上
お
を
あ
でつすぐ‐こ外蝉的強”

ま
て
拠
部
面

。

は
び
内
底
外
る

部
の

ヽ
。内
す

縁
に
め
す

。整

口
方
さ
施
る
調

微妙粒を若
千含む

淡責褐色 良好 平面は隋円形
を星す。

土 師 器
小  皿

口径

器高 昇擢君歩暉亨籍累居鉛キおさめて内側に凹線を施
萬猟唇菅筆緩夢雰宅畠縫する。

微砂粒を合
む

淡橙色 良好
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図 版
番 号

器  種 法   量
r磁Ⅲ

形態・手法の特徴 胎  土 色  調 焼 成 備 考

器
皿

師土
小

復元口径 9.9

器高  2.3
口縁部は閥弯しつつ外上
方にのびて端部は丸くお
さめ、内側に弱い凹線を
施す。底部は 丸 底 に近
い。内面及び外面の口縁
部は横ナデで調整する。

微砂粒を若
千含む

淡褐色 良好

器
皿

師土
小

径

高

口

器

9.6

1.9

口縁部は内弯しつつ外上
方にのびて端部は丸くお
さめ、内側に凹線 を施
す。底部は丸みを帯びた
平底である。内面と外面
口縁部は横ナデで調整
し、底部外面は未調整で
ある。

密 淡橙色 良好

器
皿

師土
大

1復
元口径 19.8

残存高  3.4
口縁部は内弯しつつ外上
方にのびて端部でやや外
反し、丸くおさめる。内
外面 とも横ナデで調整す
る。

微砂粒を多
く含む

淡桃色 良好

土 師 器
大  皿

復元口径 18.4

残存高  3.2
上
肥
内
横

外
や

。は

て
や
る
半

つ
は
め
上

。

も
部
さ
部
る

を
端
お
縁
す

段
て
く
口
整

は
び
丸
面
調

創
ω区銹
斎

口
万
厚
面
ナ

密 淡桃色 良好

土 師 器
大  皿

藍元口径 13.9

残存高  2.4
び

ヽ
へ
で

ｏ
い

方へ の
申
鰤
鱒
囃

とも
ヽ

強
る
。

上
丸
す
縁
曲
面
す

外
は

つ
口
屈
外
整

は
部
ま
が
に
内
調

部
端
は
く
か
部
デ

縁

部ヽ
づ
ず
縁
ナ

ロ
で
体
つ
わ
口
横

微砂粒を若
千含む

淡褐色 良好

2-2 器
皿

師土
大

口径

器高

縁
外
び
さ

ｏ整

もつて口蝉中』韓嘲

を

すヽ
部
平
は

味
き

つ
端
は
部

丸
づ
ま
縁
部
縁

は
つ
へ
口
底
日

。

部
へ
方

。

面ヽ
る

体
部
上
る
め
外
す

微砂粒を合
む

淡橙色 良好

器
皿

師土
大

復元口径 15.0

器高  3.0
体部はゆるやかに湾曲し
て国縁部は斜上方へまっ
すぐにのびる。国縁端部
は丸くおさめ、底部は平
底である。内外面とも日
縁部は横ナデ調整する。

微砂粒を含
む

淡橙色 良 好

土 師 器
大  皿

器
皿

師土
大

口径   15.2
器高   3.1

復元口径 15。 3

器高  2.5

し
部
口
す

。

デヽ

弾のび、端柳呻韓韓輯

や
に
め
か
平
デ
は

る
方
さ
僅
は
ナ
部

。

ゆ
上
お
は
部
横
縁
る

は
外
く
部
底
は
口
す

部
つ
丸
端

。面
面
整

体
つ
は
縁
る
周
外
調

体部はゆるやかに関弯し
つつ外上方にのび、端部
は丸くおさめる。底部は
平底に近い。外面は横ナ
デで調整する。

1効大の微
砂粒を多く
含む

微砂粒を若
千含む

黄橙色

淡褐色

良好

良好
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図 版
番 号 器  種 法 量

働
形態・手法の特徴 胎  土 色  調 焼 成 備 考

土 師 器
大  皿

日径   15.3
器高  2.7

体部はゆるやかに閥弯し
つつ外上方にのび端部は

自1算きζ拿愚量∃警ヨ
ある。

微砂粒を含
む

淡桃色 良好

器
皿

師土
大

口径  15,1
器高  3.1

体部は肉弯しつつ外上方
怪9T端累暦琵ぞ再ぎ腺
A舌疫誹隠晋層醒傘農チデで調整する。

微砂粒を合
む

灰自色 良野

器
皿

師土
大

口径  14.9
器高   2.9

し

つ
く
で
面
部

曲
ま
丸
底
潟
底

醒
方へ
維
騨
即
瓶

。

か
上
瑞
部
面

るヽ

や
外

底ヽ
外
整
あ

る
は
び

。部
調
で

ゆ
部
の
る
体
デ
整

は
縁
に
め

。ナ
調

部
口
ぐ
さ
る
横
未

体
で
す
お
あ
は
は

密 灰自色 良好

土 師 器
大  皿

口径  14,3
器高  3.9

体部はゆるやかに内弯し
を丸斧龍憲録2F送獣憩
護F要素墓チ畷2面

とも

微砂粒を含
む

淡福色 良好

土 師 器
大  皿

口径   14.9
器高   3.3

体部はゆるやかに内弯し

はゎ姿ま雇妹隻寧ち神選
部はやや丸みをもった面

縁鈴息綾寮要畠蜜挙雰F

微砂粒を多
く含む

淡橙色 良好

器
皿

師土
大

径

高

口

器

14.6

3.3

体部はゆるやかに内弯し
つつ外上方にのび、端部

樫森た究募2怠 ち阜選好
ある。内面及び外面体部
は横ナデ調整する。

微砂粒を含
む

淡橙色 良好

2-12 器
皿

師土
大

口径  15.4
器高  3.4

し
部
は
で
縁

弯
端
部
底
口

。

瀬
のび

、る
。

底
碑
輛
襲

や
に
め
を
及
調

る
方
さ
み
面
デ

ゆ
上
お
丸
内
ナ

は
外
く
に

。横

部
つ
丸
か
る
は

体
つ
を
僅
あ
部

微砂粒を含
む

淡橙色 良好

2-13 土 師 器
大  皿

径

高

口

器

14.7

3.6

し
部
部
底
口

。

弯
端
底
平
面
る

内

ヽ
。
つ
外
す

に
び
る
も
び
整

か
の
す
を
及
調

や
に
反
み
面
デ

る
方
外
丸
内
ナ

ゆ
上
に
に

。横

は
外
か
か
る
は

部
つ
僅
僅
あ
部

体
つ
は
は
で
縁

微砂粒を含
む

淡橙色 良好

2-14 土 師 器
大  皿

口径  14.9
器高  3.0

し
部
は
な
部

弯
端
部
に
縁

叩
び
ヽ

。
底
緬
耐
る
。

か
の
る

つ
外
す

や
に
め
も
び
整

る
方
さ
を
及
調

ゆ
上
お
み
面
デ

は
外
く
丸
内
ナ

部
つ
丸
や

。横

体
つ
は
や
る
は

微砂粒を含
む

淡橙色 良好
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図 版
番 号 器  種 法   量

(勁 )

形態 。手法の特徴 胎  土 色  調 焼 成 備 考

器
皿

師土
大

口径   14.9
器高  3.0 ζttξ:暮

きξ懲蜃蜃彗慾砂粒を含黄褐色 良 好 外面に赤い火
ダスキが走っ
ている。

器
皿

師土
大

径

高

口

器

14.6

3.0

微砂粒を若
干合む

淡褐色 良好

韮懇ぬ 言元口径 20.0

残存高  5.1
高台径

7.8-8.9

て
丸
高
い
調

的榊頓姫崎

縁
し

。け
と

口
反
る
つ
面

ら
外
め
り
外

。

か
く
さ
は
内
る

部
き
お
が

ｏす

体
大
く
台
る
整

弊警怒
を多淡橙色 普通

上 師 器
婉

復元口径 15,9

器高  4.8
復元高台径

7.3

『
のび

、
口縁端

さめる
。

外面
仲
輯

デ調整する
。文を施す

。
底

韓
を外側ィこっま
る
。

内
へ
お
横
は
ナ
暗
に
端
い

鱒悔鵬熱体ヽ部ちヽ横噛脚的球

底
が
部
口
し
の
内
部
が
み

1効～2筋大
の砂粒を若
干含む

淡褐色 普通 暗文の幅
内面1肋～211111

外面3肋

器高指数30.2

土 師 器
婉

魔元口径 16.6

器高   5.7
復元高台径

7.4

し
縁
さ
ナ
文
を
く

弯
口
お
横
暗
文
開

内

くヽ
は
に
暗
に

に
び
丸
部
部
も
側

か
の

縁ヽ
体
に
外

や
に
し
口

面ヽ
に

。

る
方
反
面
し
内
部
く

ゆ
上
外
外
整

。底
付

は
外
は

。調
す

。が

部
つ
部
る
で
施
す
台

体
つ
端
め
デ
を
施
高

微砂粒を若
千合む

面

面

潟

外

淡灰色

淡黄褐
色

良好 暗文の幅
閥面 2.5肋
外面  3筋
器高指数34,3

黒色土器
塊

藍元口径 14.6

器高  5.1
復元高台径

5,4

密 漆黒色 良好 暗文の幅
1.5筋

B類

器高指数34.9

瓦  器
婉

復元口径 16.8

器高  5,6
復元高台径

5,4

微砂粒を合
む

黒灰色 普通 暗文の幅
内面 1.5筋
外面  3筋
器高指数33,3
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版
号

図
番 器  種 法   量

(働 )

形態 。手法の特徴 胎  土 色  調 焼 成 備 考

2-22 瓦  器
小  皿

復元口径 10.0

残存高  2.1
上
気

ｏ縁
の
施
定
面
施

しつつ外鱒韓ある。口魏磯面ｔま、不のち、内嘩

弯
端
く
で
横
に
外
の
の

内

丸ヽ
底
は
面
内
デ
状

は
び
り
平
面
外
部
ナ
輪

部
の
な
は
外

底ヽ
の
結

縁

へ
に
部
内
ち

。向
連

ｏ

口
方
味
底
部
の
す
方
に
す

密 漆黒色 良好
肋
肋

幅
３

の賊
師緬

2-23 瓦
婉

器 ・３

４

径
５

韓縞婚
療謝か,宙巖曇恋lξ簿輩
っすぐにおわっている。
口縁端部閥面に沈線が巡
る。外面口縁部は横ナデ
で調整し、内面は密な暗

養彩腺菖番曇蒼埓野
面三

微砂粒を含
む

黒灰色 や
質

や
軟

暗文の幅 1肋

器高指数34.8

瓦  器
塊

復元日径 14.4

残存高  5,1
体部は内弯しつつ外_L方
にのび、国縁端部内面に

岳否縁察碧経ヂ姿拿誦塾
する。内面は密 な暗文

ぢ滝挙Fは
わずかに暗文

留

但し5～ 611111

大の小石を
1点含む

暗灰色 普通 暗文の幅
肉外面 1肋

2-25 瓦  器
娩

復元口径 15.8

残存高  5.3
方
に
密
か
な
に
暗
体

。

上
面
は
部
密
半

面ヽ
る

外
内
面
縁
て
下
が
外
あ

”
鰯

。
内
伸
湖
脚
灰
る
。磨

し
縁
る
面
に

がヽ
い
圧

弯
国
巡
外
半
し
隔
て
頭

内

がヽ
で
上
施
間
し
指

は
び
線
文
部
を
千
施
は

部
の
沈
暗
体
文
若
を
に

体
に
は
な
ら
暗
も
文
部

留 内面銀黒色

外面漆黒色

良好
筋
筋

幅
１

の文
面
面

暗
内
外

2-26 瓦  器
筑

も屯口径 15.2

器高  5.5
復元高台径

5.3

底部から閥弯気味に外上
方へのび、日縁部はやや

醤層慈ち警鵞銚萬善活緩
沈線が一部のみに施され

段
｀

結 艘 璃 鱗 蒼
くが、暗文を施 して もヽ
る。底部に断面三角形の
高台が付く。底部内面は

符泰戻8亀衰2鍵争:平

1筋以下の
微砂粒を多
く含む

内面漆黒色

外面漆黒色
灰自色

良好 暗文の幅
内面  2肋
外面 1,5肋

器高指数36.2

瓦  器
筑

夏元口径 16.0

器高   5.6
復元高台径

6.6

底部から内弯しつつ体部
がのび、口縁部はまっす
ぐ外上方に開く。口縁端
部閑面には沈線が巡る。

召霧銚覆穣夢事 路 攀匡
し、日縁部から体部下半
にまで若干間隔はあくが
暗文を施す。外面体部の
指頭圧痕は顕著である。
底部に断面三角形の高台

宥感棋そ9晶副8房篭隻詈
施す。

密 内面漆黒色

外面黒灰色
灰自色

普通 暗文の幅
1.5-2効

暗文は 3分割

器高指数35,0



図版
番 号 器  種 法   量

(効 )

形態 。手法の特徴 胎  土 色  調 焼 成 備 考

瓦  器
婉

口径  15.9
器高  5.5
復元高台径

7.9

の
多

下
を

以
粒
む

加
砂
含

１
微
く

暗灰色 普通 暗文の幅
1.5-2筋

暗文は 3分割

器高指数34,6

瓦  器
筑

鷲元口径 15.3

器高  6.0
復元高台径

6.4 申中的『的『輯中榊呻］

的
のび

、
まっす

縁部へ続く
。蝉

¨
く
。

内面ｔま密
し
ヽ

外面をまロ
デののち

、
体

‐， て
ヽ

間隔ィま
『
鉤

す
。

やや粗 漆黒色 普通 暗文の幅 1肋
暗文は5分割

器高指数39,2

瓦  器
塊

霊元口径 14.4

残存高  5.4
方

ｏ巡
施
横
に
く

蝉輯”弾枷ヽ体部下半”す。

弯
口
面
は
は
ち
若
施

醐
び
躙ヽ
肺
踊
”
て
鯵ヽ

部
の
縁

。

デヽ
け
暗

体

へ
口
る
し
ナ
か
が

密 淡灰色 普通

良好

暗文の幅1.5肋

暗文の幅
1筋～2筋

器高指数36.7

瓦  器
婉

曰径  15.0
器高  5,5
高台径  5。 7 書Bttζ :§嘗まぞ三ξ

稔ζζ董9鵞手言懸蕪娼

]協以下の
微砂粒を若
干合む

外面と内面
口縁部

灰自色

内面暗灰色

3-5 瓦  器
塊

口径  15.2
器高  5,1
高台径  5.3

gき富怠:昆再3:宅宮
自g三:こき宮]景F≧

密 内面銀黒色
外面黒灰色

灰自色

良好 暗文は 5分割

器高指数33.6

瓦  器
婉

重元口径 14.6

器高  5,7
復元高台径

4.8

微砂粒を若
干合む

肉面黒灰色
灰自色

外面漆黒色

良好 暗文の幅 2肋

器高指数390

―- 25 -―



版
号

図
番 器  種 法   量

(効 )

形態 。手法の特徴 胎  土 色  調 焼 成 備 考

3-7

17-B
瓦  器

婉
口径   15。 7

器高   5,9
高台径  5,8

賓藩露ρ害縁累灌界綴華

識無吾息F繁笞袴推具景

微砂粒を若
千含む

内面銀黒色
外面黒灰色

淡灰色

良好 暗文の幅
2～ 3111111

暗文は 3分割

器高指数37.6

瓦
坑

器 日径   15。 7

器高  5,6
高台径  5.3

なヨ懲3E尋普F昼景啓
ξρ寮岳|ま杏壊紫悉農要

ξヨ落熔談歯篭亀SS篭

密

砂粒を若干

内面銀黒色
外面黒灰色

良好 暗文の幅
3ハツ4肋

暗文に4分割

器高指数35.7

瓦  器
婉

復元日径 14.2

器高  4.7
高台径  5,0
(高台は完存)

3暮瞥g二尋魏志
i三拿3ヨごぞBggぞ
がある。底部内面は斜格
子状の暗文を施す。

歳器経壱宅
干含む

漆黒色 良好 暗文の幅3肋

器高指数33.ユ

瓦  器
塊

琵元口径 16.2

器高  4.9
復元高台径

5。 2

筆災幾々ρ農銘海外局擢
景毒守含弯ぞ楼盾;目看

奪ξユ景奎重
g三亀窒忌

微砂粒を多
く合む

漆黒色 良好 暗文の幅
1.5肋

暗文は 4分割
か

器高指数30,2

瓦  器
娩

復元口径 17.0

残存高  4.8 會Fttg愚目魯第骨愁チ
デで、体部は不定方向の

外面窓宮像鋲番穣警夢洛
体部下半は指頭圧痕があ
る。

密 漆黒色 良好 暗文の幅 3肋

瓦  器
塊

復元口径 16.4

残存高  4.5
体部は内弯しつつ外上方

裸鼻ご法昼骨過練亀

:g尋3ミヨ宮ミg与§

密 内面銀黒色
外面漆黒色

良好 暗文の幅
内面1.5～ 2alln

外面   3aul

―- 26 -―



図 版
番 号

器  種 法   量
(協 )

形態・手法の特徴 胎  土 色  調 焼 成 備 考

瓦  器
婉 韓鞠

密 肉面銀黒色
外面漆黒色

良好 暗文の幅
内面  2aul
外面 1.5肋

暗文は4か 5
分割

瓦  器
筑

残存高  2.1
復元高台径

6.6

上
ナ
文
施
低
面
暗

外
横
暗
を
の
内
ち

報
磁
瞼
触
勒

。
底部
か

弯

ｏほ
面
断
く
ナ

卵
嚇ちヽ
。外縦淵加
す。

部ヵ＞０”臓
。底論
税勒

底方
デをす
いは文

あ籍奢多攣
含む

閥面黒灰色
外面灰自色

普通 暗文の幅
内面 2～ 3筋
外面  2.5dull

瓦
塊

器 一局

径

存

台

残

高

1.4

4,9 号ヨζζttgζ二ζξ言
8蓬至客亀争:斜格子状

密

環唇深曇亀良好 暗文の幅 3 11un

瓦  器
婉

残存高  2.3
高台径  4.8

密 漆黒色 良好 暗文の幅
2.5111111

土 師 器
甕

復元口径 44.8

残存高 9.15
反
方
口
が
は
が

外
横
面
跡
面
滅

字‐こ
縦

。
内
嘘
堺
鰺

の
縁
り
つ
部
面

倒
醐
賜
溺
離
潮

Ｆ
内
し
後
内
整

。

融
る。啄部ィこる。調
ぃ

口
す
向
頸
あ
ナ
著

1～ 24ullの だヽ

目急多量
に外面黒褐色

内面淡橙色
普通

土 師 器
養

復元国径 30,8

残存高  8.5
gniど言g3三夕自§

1～2効の小
石を多数含
む

外面黒褐色
内面薄茶色

普通

土 師 器
甕

復元口径 33.5

残存高  7.0
開
勁
部
調
あ

口
く
の
と
整
り

１

を
と
石
む

粒
小
合

陸
妨
数

暗責褐色 普通

土  釜 口径

残存高

方
鍔
圧
ハ
　
系

横
の
頭
に
　
津

ヽ
勤
指
部
　
摂

腿
２
．
５

Ｍ
酢

内
幅
外
外

短
く

。
内

り
。り
。

は
む
く
あ
あ

縁
に
つ
が
目

口
向
が
痕
ケ

簸瞥彗
を多暗茶褐色 良好

-27 -



版
号

図
番 器  種 法   量

(勁 )

形態 。手法の特徴 胎  土 色  調 焼 成 備 考

4-5

22-B
土  釜 口径  22.0

残存高 13.9

口縁は肥厚し、やや肉傾
する。横方向 に む く幅
7.5初 の鍔がつく。外面
は縦方向のハケロ、内面
は斜方向のハケロ調整。

河内系

微砂粒と1

～ 2 Hlll程度
の小石を多
数含む

色
付
　
色

茶
ス
　
福

ス

面
の
　
面

外
黒
着
周

良好

須 恵 器
鉢

部
部
す
文
調
圧
系

厚し
、

体
下り

、
底

躁
的
け

ノ葉の押
輔

肥
に
や
部
面
木

や
方
る
体
閥
に

。

や
下
ゆ
面

ｏ面
り

は
め
で
外
る
肉
あ

縁
斜
近

ｏあ

ｏが

日
は
付
る
が
整
痕

の
砂
む

度
微
含

程
と
千

枷
柄
艦

灰色 普通

須 恵 器
高 郭 蓋

口径  15,7
器高  4.7
つまみ径 2.9

央
台

ｏに
外
内

。キ

中
逆
む
境
は

。整
タ

はヽ
ぼ
の
部
る
調
タ

く
み
く
と
縁
下
デ
円

高
ま
く
部
口
ら
ナ
心

や
つ
浅
縁

。が
転
同

や

。が
口
る
な
国
に

は
い
央
と
巡
き
も
央

部
た
中
部
が
開
と
中

。

井
平
で
井
線
に
面
面
り

天
は
形
天
凹
方
外
内
あ

円形土媛 3出土遺物観察表

微砂粒を多
く合む

灰自色

l llull以下の
自色微砂粒
を若干合む

灰自色

微砂粒を若
干合む

灰色

版
号

図
番 形態・手法の特徴 焼 成

5-31?景 恵言gl:ζぞξ
天丼部は高くて丸い。口
縁部は下方に下る。外面
は回転ヘラ削りっ内面は
回転ナデ調整。天丼部に
ヘラ記号あり。

復元口径 14.6

残存高  4.7
つまみ径 2.3

つ

ｏ下
ラ
を
面

帆
中
類

廻りのへ

ヽ
その上

ある
。

内
整
。

く
つ
弯
右
い
て
調

高
が
内
は
な
し
デ

は
跡
は
面
行
消
ナ

部
の
部
外
を
で
転

井
み
縁

ｏリ
デ
回

天
ま
口
る
削
ナ
は

繋
径1,i!lagg言

号ζ:ョ号吉ξl磐

奉馨写辱

受部ど1:と

|::宮:ど3良
£三写g み経査♀害1灰

白色
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図 版
番 号

器  種 法   量
(a″ )

形態 。手法の特徴 胎  土 色  調 焼 成 備 考

須 恵 器
不  身

ミ元口径 12.2

受部径 14.4

残存高  3.1

たちあがり1ま 短 く内傾
し、端部は丸い。受部は
外方にのびる。たちあが
りと受部の間に沈線が巡
る。内面にヌス付着。底
部外面は回転ヘラ削り。

微砂粒を若
干含む

暗灰色 良好

須 恵 器
郷  身

隻元口径 11,7

受部径 13.6

残存高  3,7

たちあがりはわずかに内
傾し、端部にいくほど薄
くなっている。受部は外
方にのびる。底部外面は
回転ヘラ削り。内面はナ
デ調整。

微砂粒を多
く合む
2～3肋大の
小砂粒を若
千含む

灰自色 良好

須 恵 器
琳  身

復元口径 12.2

受部径 13.9

残存高  2.8

が
は
と

な
部
面

し
受
外

傾

ｏ内

内
る

。

は
び
る

。

り
の
び
整

が
に
の
調

あ
方
に
デ

ち
上
方
ナ

た
ら
外
も

微砂粒を若
千含む

灰自色 良好

5-9 器
身

恵須
郭

復元口径 11.0

受部径 13.2

残存高  3.9

たちあがりは短く閥弯し
ながら上方にのびる。
受部はほぼ水平 にのび
る。底部外面は回転ヘラ
削り。内面は沈線が 1条
巡 り、回転ナデ調整であ
る。

多を粒
む

砂
含

微
く

灰白色 良好

5-10 器
身

恵須
不

復元口径 12.6

受部径 14.7

残存高  4.3

し

　

ｏは
が
あ

帥びる。叫鰤帥麟

短
の
に
底
面
デ

は
に
方

。内
ナ

リ
方
上
い

ヽ
ヽ

が
Ｌ
外
深
り
り

功
膨
縦
縦
剃
郷

。

た
な
受
底
へ
１
る

1～ 2肋大の
小砂粒を若
千含む

暗灰色 普通

器
身

恵須
芥

復元口径 12.5

受部径 14.6

残存高  4.2

傾

　

ｏ寧

内

。る
丁

るヽ
び
共

く
び
の
部

短
の
に
愛

は
に
方

ヽ

り
方
上
り

が
上
外
が

ｏ

あ
後
は
あ
整

ち
た
部
ち
調

た
し
受
た
な

1肋大の小
砂粒を若干
合む

灰自色 良好

5-12 須 恵 器
不  身

復元口径 11.9

受部径 14.0

器高  3.7

たちあがりは内傾しなが
らのび端部は丸い。髭部
は外方にのびる。底部外
面は回転ヘラ削り。内面
は回転ナデ調整。

一部に 3効
大の小砂粒

自自級移粒
を若千含む

灰色 良好

5-13 須 恵 器
郭  身

復元口径 12.0

受部径 14.6

器高  4.2

たちあがりは肉傾しなが
らのびる。瑞部は丸い。
受部は上外方にのびる。
底部は深く丸い。底部外
面は回転ヘラ削り、内面
はナデ調整。

自色微砂粒
を若千含む

外面暗灰色
内面灰自色

不良

須 恵 器
郭  身

口径  13.2
受部径 15。 9

器高  4.5

端
部

。あ
ラ

。

内傾し
、める

。
受

弾
紺
叫
紳

は
さ
方
へ
面
は

り
お
下
に
外
面

が
く
外
面
部
内

あ
丸
や
外
底

ヽ

ち
は
や
部

。り

た
部
は
底
り
削

1肋大の自
色小砂粒を
含む

灰自色 良好 ヘラ記号

/////
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版
号

図
番 器  種 法   量

(切 )

形態 。手法の特徴 胎  土 色  調 焼 成 考備

5-15 器
身

恵須
郭

復元口径 14.8

受部径 17.0

器高  4.3

臨患究ぞ亀雪召塚ン授箪
は太く、外方にのびる。

騨 晏きま果籟
ラ首」

2肋位の小
砂粒若干含
む

灰白色 不良

5-16 須 恵 器
郭  身

夏元口径 15.1

受部径 17.4

残存高  5.1

中
の
に
デ

くヽ
方
ナ

し
長
上
も

傾
に
や
と

内
味
や
面

は
気
は
外

り
立
部
内

が
直
受

ｏ

あ
り

。る

。

ち
よ
る
び
整

た
程
び
の
調

弊瞥停
を多灰自色 普通

5-17 須 恵 器
蓋

復元日径 9。 2

器高  6.3
口
凹
下
時
れ
へ
釉

のヽ
内
成
わ
転
に

く
条
は
焼
思
回
面

丸
１
部
は
と

内ヽ

で
に
縁
態
の
面
部

く
目
口
形
も
外
井

高
境

ｏ
。だ
部
天

は
の
る
る
ん
井

ｏ

部
と
巡
下
が
天
り

。

井
部
が
に
ゆ

。削
着

天
縁
線
方
に
る
ラ
付

小
砂
む

の
微
含

大
と
千

肋
粒
若

１
砂
粒

暗灰色 良好

5-18 須 恵 器
提  瓶

日径  8.2
残存高 11.5

上
は
下
に
外

ゅ
鞠
辣
鱒
蜘

デ調整
。

反
が
下
は
て
ナ

外
あ
に
部
れ
転

は
ち
か
頸
ま
回

部
た
ら
日
込
も

頸
に
だ

。し
と

口
方
な
る
差
面

微砂粒を多
く合む

灰自色 良好

6-19 須 恵 器
小 型 壷

口径  5。 4

残存高  6.5
口頸部はゆるやかに外反
しながらのびる。肩部は

ξξ彗:F!こ
再A舌?急アタ

密 淡青灰色 良好 色
着

茶
付
？

黒
が
か

に
の
し

面
も
る

内
の
＞９

5-20 器
壷

恵
頸

須
短

残存高

中
は
ゆ

屈ヽ
底

ヽ

のび
、

。
端部
融

もつて
雌

下る
。期

調整
。

に
る

。を

ヽ
に
ヘ
デ

う
庫
』
務
刊
前
晰
け

は
外
て
に
へ
内
は
回

部
ら
し
か
方

面ヽ
は

頸
か
損
や
下
し
外
面

日
位
欠
る
外
曲
部
内

微砂粒若千
含む

淡赤茶色 不良

器

部

恵

臨

須

遮
復元口径 12.5

残存高  3.9
口頸部から外上方にのび

鼻魯:曇R犠ヨ]F葺吾
他ナデ調整。

1肋大の小

建磐皐警慾
外面暗灰色
内面灰自色

良好

5-22

18-D
須 恵 器

進

胴部径  9.9
残存高 14.5 岬のび、囀磨脚螂め雌唯瑯幾∞

韓
婢
螂
嚇
剪
加

ヽ
穿子しィま

入れる
。妹

躯

ヽ
底部で

る
。

底部
る
。

に

のヽ
肩
部
る
し
に
に
の
れ
い
あ

部
り
と

。胴
巡
呈
め
部
り
さ
て
が

噸
灘
臨
連
り
納ヽ
腹
媚
弧
剃
勘
お
謡

砂粒と微砂
灰白色 良 好 ヘラ記号

×
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菅
種

1法 月)1燃・韓の印
5-23

18-E

5-24

12-1

18-F

6-1須
墨器Я元口径 13.8

残存高  4.8
が
の
厚
外
外
部
に
か
に
に

の輝脚。肩部‐ま帥ナデ。肩柳め蜘柳ある。

方
は
は
す

ｏ
コ
タ
ら
肩
夕
て

阻
脚
爛
械
移
山
聴
泌
」
硼
鵬

部
口

。面
に
強
は
目
く
同
を

噛
り
院ヽ
し
前ヽ
融
姉
溝

りｔこ
イま
ガヽ

修羅箸♀割
灰自色 良好

む

方

。胴
巡
皇
め
へ

。

上
る

がヽ
を
斜
転
整

外
至
り
線
形
ら
回
調

棘
部ｔこ
暉
硼
麟
め
縦
ガ

や
縁
方
深
ほ
上
底
は

る
口
下
に
は
は

。他

的
び
、醐
嚇
躙
知
脇
り
ヽ

部
の
部
と

。

入ヽ
削

頸
に
肩
部
る
し
に
ラ

胴部径  9。 1

残存高 10.6

6-21須
塞器 あ経蓉♀讐

む

1:こ』
須
墨
器

6-41須
:§

器

元口径 12.0
が
口ヽ膵
６湖内ヽ醐
りヽ助
悧潮

ち
し
く
方
に
て
は
削
ロ
デ
ナ

た
反
丸
下
部
び
面
ラ
キ
ナ
は

に
外
に
外
底
お
外
ヘ
カ
を
面

呻
融
嚇
融
鱒
婢

下る
。唖

靭
狙

る
。

内

部
口
部

ｏ胴

にヽ
下
か

あヽ

噸り、謡
勇り、ｍ前瘍脚
勒区整。

胴部最大径
16.9

器高  16.5

1期以下の

響歌粒若干
復元口径 12.1

胴部最大径
18.5

残存高 16.1
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図 版
番 号

器  種 法   量
r働、

形態 。手法の特徴 胎  土 色  調 焼 成 備 考

6-5

19A
須 恵 器

壷

口径   14.0

胴部最大径
25。 4

器高  24.9

方
外
外
底
も
頸
様
に
ち
そ
格
キ

ヽ

蝉
部付近で

、る
。

肩部‐ま
ゆ

‐ま
ヽ

丸味を
‐こ下る

。
国

ヘラ描の文
蜘
”

キを施し
、”

］
枷
導

口
端
す
り
て
方
は

ｏロ
タ
カ
い
あ
タ

部
、び
、陣
６
湖
師

面‐こ
携
岩
停
は
唖
区
彫

頸
の
に
方
に
て
外
が

平ヽ
下
目
施
心

口
に
方
下
部

つ
部
帯
は
に
の
子
を
同

微砂粒を着
干合む

灰色 良好

須 恵 器

甕

復元口径 19.2

残存高 12.2

口顎部は外上方にのび、

程辞魯宮唇杉名絶最言重
牟拷員雫督ρ書曇簑揉咎
持怯今三B毒辱}襟酵含
面には同心円タタキを施
してある。

1効以下の
微砂粒若千
含む

灰色 良好

須 恵 器
霊

底径  8.2
胴部最大径

15。 6

残存高 10,5

し
か
か
が
か
キ
は
部

矩
れ脳
眈副
働砺椒

動
朧り、船
る。輌
る。醐

瑯醐
‐こ下ｔまヽ６
でヽ０
でヽ
。

は
。方
へ方
ま
し整整

翻
』郷瑯腑劇輸鋼潮

口でにらららロ
ナは

微砂粒若干
含む

灰 色 良好

6-8 土 師 器
短 頸 壷

重元口径 9.2

残存高  6.9
口縁部は上方にのび、端
部は丸い。肩部は外下方
に下 り、胴部で下方に下
る。内外面 と もナ デ調
整。

微砂粒を多
く含む

淡褐色 良好

器
壷

師
頸

土
短

乏元口径 14,0

残存高  6.5
日縁部は上方にのび、端
部で内傾し丸い。肩部は
外下方に下る。内外面と
もナデ調整。

1～ 2効大の
砂粒を多く
合む

淡橙色 良好

土 師 器
甕

復元日径 21.1

残存高 12.1
倣爛節
ｏ脚翻
嵯
ｏ体の′、研

の

。部
る

体ヽ
位
る
向
部

凱
嚇しヽ端囀隕
下る。柳
萌穂

。国縁蘊

醐方‐こ陣
頼
韓方‐こ２ヽ０帯ｍ携
ガ

脚
上ヽ
韓律縦郷
配の肺
酔齢

口後
はは頸
は面下部
ケ面

効
を
砂
含

暇柄微ヽЖ

部
の
み
を

一
大
含
粒
む

淡橙色 良好
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図 版
番 号

器  種 法   量
(,″

形態・手法の特徴 胎   土 色  調 焼 成 備 考

須 恵 器
然  蓋

復元口径 14.6

器高  4.2 零手惑とまをと言琢魯邑

合:ξgi目§ミ肯gi
の
合

度
千

程
若

翻
粒

２
砂
む

灰自色 良好

7-2 器
蓋

恵須
邦

夏元口径 16.0

残存高  4.3
小石などを
含む

灰色 良好

須 恵 器
邪  蓋

琵元日径 14.9

残存高  4.9

:33鳥
Fξど言ggョ

砂粒含む 灰自色 やや良

須 恵 器
不  蓋

口径  14。 2

器高  4.1

且gを自:与:急

gξ宮
密

早暑筆瞥怒
灰色 良好

7-5 須 恵 器
不  蓋

復元日径 13,7

器高  4.3
井
線
方
井

。内

天
凹
下
天
り

ヽ

。に
外

。あ
り

。

い
目
は
い
号
削
整

丸
境
部
丸
記
ラ
調

く
の
縁
は
ラ
ヘ
デ

高
部
口
部
へ
転
ナ

は
縁

。端
に
回
転

部
口
る
り
面
は
国

井
と
巡
下
外
面
は

天
部
が
に
部
外
面

の
粒

下
砂
む

以
微
含

効
色
を

１
自
子

灰色 良好 ヘラ記号

/

器
蓋

恵須
郭

復元口径 15.2

残存高  4.8 黍奢習像鼻寇雫写管己衝

:gg:ョ尊魯ξ言:警
3肋位の小
石、微砂粒
など若干合
む

灰自色 良好

器
蓋

恵須
郭

豆元口径

残存高 3.3

り
方
　
調

下
下

。デ

に
に
い
ナ

方
味
丸
転

下
気
は
回

靭
船
輔
も‐こ

。

か
は

。と
る

部
部
る
面
あ

井
縁
下
外
で

天
口
に
内
整

5肋大の小
石を一部に
合む

肉面は灰自佳

外面は暗灰色

良好

器
身

恵須
杯

口径

器高

受部径

傾

ｏり
中
調
調

呻
弾
坤
輛
』
輯

は
方
に

。ラ
回

り
上
方
る
へ
は

が
ら
外
あ
転
面

あ
が
は
で
回
内

ち
な
部
み
は

。
。

た
し
受
ざ
央
整
整

2筋大の小
石を若千含
む

灰自色

立ちあがり
及び菌面は
自色

や
良

や
不

土墳 5出土遺物観察表
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図 版
番 号

器  種 法   量
(切 )

形態 。手法の特徴 胎  土 色  調 焼 成 備 考

器
身

恵須
邦

琵元口径 13.1

琵元受部径
15.0

残存高  4,7

位
よ
は
に
強

傾‐し中卵
。端部嚇棘

内
上
る
部
あ

は

すヽ
受
ち

ｏ

り
し
傾

ｏた
整

が
立
内
い

。調

あ
直
び
丸
る
デ

ち
ら
再
く
び
ナ

た
か
り
厚
の
い

2物位の小
石を若千合
む

灰自色 普通

7-10 器
身

恵須
郭

隻元口径 13.0

隻元受部径
15.4

残存高  4.0

が
さ
外
面

な
お
に
外

し
く
か
内

傾
丸
ず

ｏ

内
は
わ
い

ｃ

は
部
は
厚
整

り
端
部
び
調

が

受ヽ
の
デ

あ
び

。に
ナ

ち
の
る
方
も

た
ら
め
上
と

2効 位の小
石その他若
千含む

灰白色 良好

7-11 須 恵 器
イ  身

夏元国径 13.0

受部径 15。 2

残存高  3.5

たちあがりは内傾した後
上方へのびる。受部は短
く外方にのび、端部は丸
い。内外面は回転ナデ調
整。底部外面は回転ヘラ
削りである。

2肋大の砂
粒を含む

灰色 良好

7-12 須 恵 器
邪  身

口径  12.3
受部径 14.3
器高  4.4

が
短
丸
く
デ
ヘ

な
は
は
厚
ナ
転

し
部
部
は
転
回

傾
受
端
壁
回
は

躙
る
。び
、端
疏
姉

る
。

り
び
の
で
外
部
あ

が
の
に
部
内
底
で

功銀妨
。底る。整で，帥

た
ら
く
い
な
調
ラ

3肋大の小
石など若千
含む

灰自色 良好

7-13 器
身

恵須
郭

口径  11,3
受部径 13.1
器高  3,2

に
部
は
お
然
未
調

か
端
部
く
自
で
デ

や

受ヽ
丸
は
リ
ナ

幌
卵

る
。び
、姉
剃
聴

は
ら
め
の
部
へ
は

り
が
さ
に
底
し
面

が
な
お
方

。着
内

あ
し
く
外
る
付

。

ち
傾
丸
く
め
が
整

。

た
内
は
短
さ
釉
調
整

微砂粒を若
千含む

灰色 良好

器
身

恵須
雰

口径

受部径

器高

たちあ力ゞりは内傾しなが
らのびる。受部はやや外
上方にのび端部は丸い。
底部は中央でほぼ平らに
なる。内外面とも回転ナ
デ調整。底部外面はヘラ
削 りである。

微砂粒、 3
効大の小石
を合む

灰色 や や

7-15

7-16

器
身

恵須
郷

須 恵 器
堕

霊元口径 11.2

三元受部径
13,4

残存高  3,7

重元口径 17.0

残存高  5.5

たちあがりは内傾しなが
らのびる。受部はやや外
上方にのび、端部 は丸

音滋争蜃畜鐘F合欝質督
はヘラ判りである。底部
にはナデ調整もみられる

あ
端
す
も
下
に

］
婉
朧
粒
醐
蜘

る
。

方
は
く
内
肩
頸
す

上
部
丸
の

日ヽ
着

外
縁
に
部
整

。付

は
口
方
縁
調
る
が

部

外ヽ
国
デ
下
釉

噛
勘
縦
る
。け
肛
餘

1～2物大の
小砂粒を若
千含む

2～ 3効位の
小石を含む

外面は灰自

内面は灰色

外面は灰自

内面は灰黒

普通

不良
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版
号

図
番 器  種 法   量

(協 )

形態・手法の特徴 胎  土 色  調 焼 成 備 考

7-17 須 恵 器
甕 韓鶏 こ暮尊:宮暮写得

g重
ョ

菩患経高お身稗冒拶争
吾冦虐嵩憑自身歩軍著晃
姜誦蟹

。内外面ともナ

微砂粒を含
む

灰色 良好

7-18 須 恵 器

望

ミ元日径 15,4

残存高  8.0
が
気

ｏ境
丸
下
キ
タ
部

］
坤
輯
動
榊
韓
中
］

る
。

口縁
デ調整

。

方
は
は
部
る
外
面
は
い
ナ

上
部
部
頸
巡
て
外
に
て
も

は
縁
端
口
が

つ
部
面
し
と

部
口

のヽ
線
も
肩
内
施
面

頸

でヽ
面
沈
を

。

をヽ
外

日
り
味
外
に
み
る
ロ
キ
肉

密 外面は灰茶

府面は灰自

良好

7-19 須 恵 器
褻

三元日径 17.2

残存高  6.4
口頸部は外上方にたちあ
がり、日縁部はゆるやか

写管呂指鞣憩嫌書た學層
島番た自志驚多夕革尻上
からナデで消してある。

整
「

部菌外面ともナデ調

宮警奢名牟
灰自色 良好

7-20 須 恵 器
甕

口径   24.6
残存高 12.2 辱覇啓算:写ね亀魯3ぞ

再魯居【甘ξ借彦多算昂あリナデで消してある。

小砂粒を若
千含む と

は
着
色

面
面
付
緑

内
外
釉
暗

朧
臨
醐
燃
蝋

良好

7-21 須 恵 器
甕

霊元口径

残存高 丹訂謝か咎縁紫億ズ農与
浄そ盤3占犠獣砲擢4瑚

で涯圏蓋争井罫と]畷省Fと

微砂粒を若
干含む

灰自色 良好

7-22 須 恵 器
短脚高雰

脚裾径

残存高

不底部は外上方 にの び

§:島自言ぞgg二:ζ

一部に 5肋
大の砂粒を
含む

灰自色 良好

器
瓶

恵須
提

復元口径 7.8 口頸部は外上方にたちあ
がり、日縁部は上方にの
びる。肩・胴・底部は正

薯吾|ま撃髯捲斜雇吾|まk
患身筆晉鏑理Pる

。体部

1効以下の
微砂粒を若
干含む

灰色 良好
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版
号

図
番 器  種 法 量

効
形態 。手法の特徴 胎  土 色  調 焼 成 備 考

２
コ
Ｅ

器
重

恵
口

須
直

残存高 11.25 口頸部は外上方にたちあ
がり、体部は肩がやや張

怠:言:48畠
与:と三

密 外面濃灰色
一部淡灰色

内面淡灰色

良好 外面一部自然
釉がかかって
いる。

8-3

20-13

土 師 器
甑

復元口径 23,3

器高  31.5こ
反
部
底
を
を
と
ハ
外
は
し

］
さめる

。
体

』
呻
柳

。
内外 面
鉤

ヽ
国縁部内
嘲
抑

は
お
手
つ
り
る
向
り
外
上

部
く
把
２
お
い
方
あ
部
の

ｏ

端
丸
に
は
て
て
斜
が
体
目
る

臨
し
、椒
駆
穿っ
行っ
も
、州
醸

′ヽヶ
０

逢箸参?警
む

淡褐色 良好

土 師 器
甕

復元口径 19.5

残存高 35,9
0,5肋以下
の微砂粒を
多く含む

淡赤橙色 良好

井戸 1出土遺物観察表

図版
番 号

器  種 法   量
(勁 )

形態・手法の特徴 胎  土 色  調 焼 成 備 考

9-1

21-A
重圏文瓦 直径  13.5 内区には三重圏線を配す

3穂蜃意事ま雹島旨ε嘉
る。

あ盤霧隼客
む

面

面

外

内
灰色

灰白色

良好

須 恵 器
必  蓋

隻元口径 15.4

器高  3.3
つまみ径 3.1

天丼部は低くて平たい。
つまみは扁平で中央部が

書1真繁墨秦彗:者曇景
ぞ弾琴誦塞分面

とも丁寧

2～ 3筋大の
微砂粒を若
千含む

灰白色 良好
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形態 。手法の特徴

骨鼻gュξ亨:劉筆瞥辱を若

算恵替
1累
魯  1:i:|!暮

]協3言霙与急き哲
g摯景g言亀:毒ヨ宮||
ている。

3～5肋大の 1黒灰色
小石が多数
混入してい
る

9-51灰釉陶器
21-B長 頸 壺

壽再
:|:lξ尋島iぞ写

`ξ

,搭劉筆瞥馨
を若

亭g≒:言ξ,3僣ξ:
ている。

元口径 17.8
∽朧
泣翻翻
‐こヽ砺
蛙区

悔
鵬
い

。 日頸
整
。

体
狙

ヽ
体部

ノ、ヶ口
勘

く
部
は
る
調
夕
し
の
タ

短
端
部
下
デ
タ
施
向
タ

は
縁
肩
に
ナ
行
を
万
円

期

ヽ
口

る
。前
酷
騨
報

ヽ
横
肺
る
。

国
び
す
外
面
面
力
は
に
あ

灰自色  1良好

筆警讐
を若

1灰
緑色径

　
２

幌
　
鵜

器
壷肺

頸
灰
長

9-3

21-C
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義
墳
冒出業,望 t,,9;観察表

図 版
番 号

器  種 法   量
(協 )

形態 。手法の特徴 胎  土 色  調 焼 成 備 考

瓦  器
塊

径

径
高

台

口
器

高

15.5

5,8

5.4

部へ訳び、廊
でヽゃヽ静軸
姉
。始
く。随
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めま

林生時代・ 古墳時代

上津島南遺跡は猪名川左岸にある標高 2.5"前後の微高地内遺跡である。

今回の調査の結果、古い時代の遺物として弥生土器をみることができる。土器の出土地点は

調査区域内でもまばらではあったが、D-9地区とG-12地区に多少の集積がみられた。

土器の器種と型式をみると、壺では、口縁端部に竹管文や、竹管文と円形浮文を交互に施し

たもの、頸部は欠損していたが算盤玉形の胴部をした長頸重、胴部に幅広い叩き目をもつ姿の

完形品数点等があった。これらはすべて第V様式にあたるものであって、第四層中からの出土

であることからみて古い遺構は、弥生時代後期からとするのが妥当ではないかと思われる。

古墳時代になると須恵器と土師器が中心となっている。

須恵器の蓋郭をみれば、蓋の中には天丼部を平らにつくり器高の%が稜線以下の口縁部で占

めているものであった。これは陶邑編年でいうT K 103号窯出上の I型式、第 3段階のものに

似てはいたが、実物はややゆがみをみせ変形しているので確実なことはいえない。そこで須恵
②

器のうち穂 と提瓶から、その年代を推定してみることにした。

慇ではラッパ状に外反する比較的長い口頸部をもち、体部を球形につくり、穿孔彦外部から

内側へ下向けにあけている。文様帯はつけているものといないものの両方が出土している。

提瓶ではその日頸部を外反させながら上方にたちあがらせており、扁平な円球形の体部をも

っている。それにここでの提瓶は把手が退化してわずかにカギ状となった突起彦両肩につけて

いるものであった。こうした須恵器の型式は陶邑編年でいうI型式の第 4段階にあたり、豊中

市桜井谷窯跡群中の18~年では1の 3型式に入れられるので、 6世紀中頃以降に比定されるもの
③

である。

この遺跡では、弥生時代から首墳時代に移行する時期の上器として問題点の多い庄肉・布留

両様式のものの出土はほとんどみられなかった。そのことからすれば、ここは弥生時代の後期

にはじまり、一時期をおいて吉墳時代の中期半ば以降、即ち6世紀半ば以降を中心とした集落

が形成されたと考えられる。またここから出土する須恵器は、おそらく豊中市・吹田市・箕面

市などを中心に広がる千里窯跡群中で焼成されだものであろう。そのことは出土する蓋郭の中

に、窯跡でみうけられる変形のものや、焼成不良の色調の悪いものなど若千合まれていること

から近隣の窯での製作を考慮に入れたものである。

奈良時代・平安時代

両時代の遺構 。遺物の出土は、先の時期よりはるかにその種類も量 も増加してくる。それら
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の中から主なものを列挙し、この時期内の遺跡の性格像を想定しておきたい。

奈良時代の重要な遺構・遺物としては、 3層下部から掘 り込まれていた枠組み井戸である。

枠として重ねられた板は、長さ85勤、幅14協、厚さ4協の切 り板を方形に14段にも重ねたもの

である。そして、井戸内の埋土遺物としては器高 28防の灰釉陶器の長頸重、 それに直径 13.6

翻、厚み 3.5助 を計測する小型重圏文瓦等が底面より取 り上げられた。これらが何故投入され

ていたのかは明らかでないが、それらによって井戸の終焉時期を判定するには充分役立つもの

であった。

重圏文瓦片はこの他、調査区域内から5片 も検出されている。このうちの一つは、大型のも

ので、直径18協、厚み4.5錫、円内に3η %の圏線を1.5協の間隔で二重にめぐらしている。

さらにこの瓦とよく共伴する重弧文軒平瓦の小片も2枚出土している。それらは、聖武天皇

難波宮、平城京などの宮廷関係建物の屋根瓦として用いられている瓦の意匠として著 名 で あ
④

る。これに加えて直径20協以上 もの柱根の遺存を勘案すれば、当時、ここには政府と何等かの

かかわりをもった建造物の存在を想像させる。

平安時代にかかわるものになると、まず棺内に僅かではぁるが、遺骸片を残す木棺一基と、

B類の黒色土器、口縁端部に沈線をもつ楠葉型瓦器
確,土

師器等を埋納したとみられる土墳墓

一基、さらに桜の皮を止め具として用いた曲物を二段重ねとして井戸としたものなどが挙げら

れよう。ただし木棺埋置の年代については一考の余地を残している。またどのような目的で置

かれたのかは不明であるが、100枚以上 もの上師器皿、大小を5.6枚ずつ重ねた土器群 1箇所、

皿類の重なりはないが 2.3解の範囲で広がりをみせる土器群 3箇所などが目につく。

それに金属類としては役人のバンドの飾 り具 (錯帯)1箇、その他、 I-12地区、即ち調査

地区のゴヒ側で、おおむね東西に延びる大溝と南北に向う濤との切 りあった箇所で、 958年鋳造

の皇朝十二銭のうち最後の銅銭、乾元大宝 8枚の出上などは注意すべき遺物である。なお、土

器類のなかには先述の上師器土器群近 くの第 3層下部から掘 られた地層内に単独に埋置されて

いた蔵骨器と思われる須恵器の長頸壼 も検出された。

遺構としては30条余 りもある浅い小濤と、 120箇所に及ぶ柱穴を含む窪みなどがみられた。

氏族としては遺跡近 くにあって勢力を伸していたと考えられる豪族に津島朝臣、津島直の姓

をもつ人物が記録されている。
③

以上の事実を総括すれば、重圏文瓦片、役人のパンド金具、皇朝十二銭、など中央政府との

関係を示唆しているようにもうけとれる。となれば、奈良朝以後、中央政府と関連をもつ館の

存在したことの仮定はできないであろうか。

昭和60年度に行なう第二次調査の結果をまって、より詳細な観察をすすめれば、正確な遺跡
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の性格と掲握で、る のヽと考えている。

〔謹〕
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